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用 途 共同住宅（19戸） 

最 高 の 高 さ 18.41ｍ 階数 地上  6階  地下   階 

構 造 鉄筋コンクリート造 

敷 地 面 積     386.98㎡ 

建 築 面 積 300.64㎡  

届出以外 

の部分 

0㎡  合計 300.64㎡ 

延 べ 面 積 1240.07㎡  

届出以外 

の部分 

0㎡  合計1240.07㎡ 

屋上に設置する建築 

設備の種類及び高さ 

□ 高架水槽     ｍ    □ その他     ｍ 

色 彩 の 変 更 部 分 

と そ の 面 積 

面積      ㎡  

仕 上 材 

屋 根 

・平部：押えコンク

リート、 

アスファルト防水 

・勾配屋根：アス

ファルトシングル葺 

色 彩 

屋 根 N6（グレー系） 

外 壁 

・45二丁掛タイル 

・一部ボーダータイ

ル貼 

（230*30・300*75） 

・一部セラミック調

装飾仕上材 

外 壁 

・ 4 5 二 丁 掛 ： N 1 0

（白） 

・45二丁掛：N0（黒） 

・ボーダー：N4 

（グレー系） 

・装飾仕上：N2 

（グレー系） 

開

発

行

為

の

概

要 

開 発 区 域 の 面 積      ㎡ 

行 為 の 目 的 

分割 （     区画） （最小区画面積      ㎡） 

その他（                       ） 

行 為 の 内 容 

切土 （      ㎥） 盛土 （      ㎥） 

その他（                    ） 

（注）１ 仕上材欄には、表面仕上の材料をできるだけ詳しく記入してください。 

    （ 例：日本瓦、波型スレート、小口タイル等） 

   ２ 色彩欄には、マンセル表色系を記入してください。 

   ３ この届出書には、景観配慮に関する見解書及び鎌倉市都市景観条例施行規則別表第１に掲

げる図書を添付してください。 



第３号様式の３（第９条の３）            

景 観 配 慮 に 関 す る 見 解 書 

 

 

１．共通事項 

行為計画地周辺の景観の特徴（景観的特性、景観資源等）をつかみ、記入する。 

 

着 眼 点 計 画 地 周 辺 の 現 況 等 記 入 欄  

地 域 的 特 徴 

大船駅東口徒歩5分の飲食・物販店・事務所等の多い繁華街近辺に

位置する。（近隣商業地域） 

 

まち並みの連続性 

まち並みの連続性は見られない。 

中低層ビルと低層木造住宅が混在する。 

 

周辺建物のデザイン 

各々独自デザインを採用している。 

色彩は白系・ベージュ・グレー系が多い。 

 

眺 望 景 観 特に無し。  

景 観 資 源 

当該地は小池邸の跡地であり、大船田園都市構想の敷地割りや街路

が残されている土地である。 

 

 

２．建築物の建築 

１で整理した内容、土地利用類型別の方針及び基準を踏まえ計画し、各項目の自己評価を

行い、配慮した事項を記入する。 

 

項 目 

自 己 

 

評 価 

配 慮 事 項 記 入 欄  

配 置 〇 外壁面を道路から2ｍの距離を確保した。  

形 態 意 匠 〇 

ファサードを雁行させることにより前面道路からの圧迫感を低

減した。 

 

色 彩 〇 

白系タイルをメインカラーとし、グレー・黒系をアクセントカラ

ーとした。 

 

建 築 設 備 〇 

道路面に連結送水管を設置。その他の建築設備は建物内設置の為、

前面道路から視認可能な設備は無し。 

 

外 構 緑 化 〇 敷地4周に植栽を施し、接道緑化延長を規定の1.5倍確保した。  

 

３．開発行為 

１で整理した内容、土地利用類型別の方針及び基準を踏まえ計画し、各項目の自己評価を

行い、配慮した事項を記入する。 

 

項 目 

自 己 

 

評 価 

  

造 成    

擁 壁    

敷き際・緑化    

 

自己評価  ◎ ：十分配慮した 〇 ：配慮した △ ：部分的に配慮した × ：配慮できなかった 
























